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１．ガイコクジンが増えている 

現在我が国を訪れる約８割は「アジア人」である。今後益々多様化する訪日外国人の需要に対して、日本の情報を、都

心部だけでなく、地域においてもわかりやすくスピーディーに知らせる工夫と努力が必要になってきている。 
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訪日外国人訪問者数の内訳（出所：ＪＮＴＯ資料よりＪＴＢ総合研究所作成） 
世界のＧＤＰの推移予測 

○2020年代には、宿泊客の5～6人に1人は外国人になる!? 
･2013年の国内宿泊；約4.66億人泊（うち外国人3,350万人泊） 
 外国人の割合：7.2％（13人～14人に１人） 
･訪日外国人2,000万人来訪達成  
 2,000万人ｘ3.2泊（現在の平均宿泊数）＝6,400万人泊 
      ｘ4泊（今後宿泊が増加）＝8,000万人泊 
 ※日本人を含めた総宿泊数推計 4.3～4.5億人泊 
 ⇒日本の宿泊の5～6人に1人は外国人になると考えられる  
 （JTB総合研究所による試算） 
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２．国をあげての観光地域づくりが進展 

地方の外国人受入基盤整備における重要施策が、情報機能（WｉFｉ）の整備 
出所：平成26年5月27日 観光庁 Wonder Japan Forum 資料 

訪日外国人の大多数は、都市部に集中している。しかし、日本を何度も訪れるリピーターや日本での明確な目的を持っ

た人々が増えてくることにより、日本全国へ外国人の訪問が今後ますます増えていくことが予想されている。 
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（日本で不便を感じること） 
○日本にはルールが多い。反面、予約や整列といった形で合理的にサービスを享受できる。 
○案内看板はなんとなく理解できるが、そのうえで質問する場やサービスが不足している。 
○カタカナ表記は、文字として認識できず意味が理解できない。 
○緊急時の案内（車内アナウンス等）が日本語だけのため、何が起きたが理解出来ず対応出
来ない。 
○敬語は丁寧だが、語彙が少ない外国人には難しく、十分理解できない。わかりやすい簡易な
表現でよい。 
（日本の優位性） 
○オリンピック・パラリンピックはアジアを中心としたビジネスチャンスである。（来訪意欲高） 
○安心・安全が当たり前に享受できる東京を、地域に置き換えた際に不足する機能の充実を 
 考える。 
○「自然豊かな地方都市」の優位性を考える。 
○「自然探勝」「温泉」「参加型体験」など関心の高いニーズへの対応を強化する。 
（日本の食とその多様性） 
○日本料理で好きなものは、「寿司」「刺身」が相変わらず人気。 
○日本の衛生面や鮮度への信頼が外国人の食の楽しみ、多様な可能性を拡げている。 
（Wi-Fi・通信環境） 
○Wi-Fiの整備は日本中で整備が遅れているため、ポケットWi-Fiなどを活用する必要がある。 
○Wi-Fi整備よりも、 Wi-Fiを活用できるサービスに受入れのチャンスがある。 
（買い物と地方の可能性） 
○免税システムの説明と簡素化は購買力の後押しになる。 
○カード利用、スーパーやコンビニエンスショップの存在と都心同等のサービスを地方へ求めら
れた 場合の受け皿作りも今後ますます重要になる。 
（田舎の持つ優位性） 
○外国人が待つ日本のイメージは、最先端都市東京とともに、自然景観や歴史ある建物が残る 
 田舎の風景であることを再認識する必要がある。 
○田舎の不便さをチャンスと考える仕組みづくりが有効である。 
（観光地のリピートに必要な要素） 
○地域連携の規模感、どこと繋がるかを再度検証する必要がある。 

○留学生に対するグループインタビュー 
 

・平成26年6月2日（月）～6月14日（土） 
・下記13カ国1地域19名に実施 

３．使う側の課題は「いま必要な情報を得る」こと 

日本に長く生活する立場にあっても、コミュニケーションツール等に不具合を感じている。特に通信環境の整備や、緊急 

時の多言語案内に対しての改善意見が多い。ＷｉＦｉ環境が整っても活用できる状態にないことが大きな課題である。 
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４．地域の情報整備も徐々に進展 

日本ではここ数年で一気に普及が進んだスマートフォンの需要は、海外に比べるとまだ少ない。日本以上にスマート

フォンを持つ外国人は、見知らぬ土地で日本人以上にストレスを感じている。 
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５．都心部を中心に活用が見える化している 

 ○古くて新しいまち、浅草 

外国人の多く集まる場所においては、その利便性向上と情報の整理のために、WiｰFiが導入されてきている。 

今後地域でのビッグデータの活用により、地域ならではの着地戦略や観光の整備が大いに期待される。 

 ○大阪の台所、黒門市場 

 ・エリア：浅草寺雷門から宝蔵門までの仲見世商店街およそ250Ｍ 
 ・使用条件：性別と生年月日を登録、1回最大30分ｘ6回まで利用可 
 ・特長：11か国語対応、スマートフォン以外にも、インターネット対応も可能 
 ・その他：浅草西参道商店街（浅草商店連合会）とともに、 
      浅草エリアでは2系統の無料Wi-Fiが整備されている。 
 
 ＜導入後の効果＞ 
 ・多くの外国人がスマートフォンを通じて情報を入手している 
 ・商店街のお得な情報などを流し、集客につながるケースが徐々に出始めている。 
  

 ・エリア：南黒門海通り（黒門市場） 
 ・使用条件：毎日 9:00～17:00 
 ・特長：休憩スペースとトイレを設置 
 ・その他：市場内での検索も多く、口コミサイトやガイドブックを見て外国人が 
      直接来訪するケースが増えている。                                
 
 ＜導入後の効果＞ 
 ・道頓堀や大阪市内のレストランと連携し、観光客を回遊させる仕組み 
 （クーポンブックやガイドブックを作成）を提供している。 
 ・アジアを中心とした外国人観光客の口コミにより、リピーターが増加してい
る。 
  

出所：黒門市場ホームページ 

出所：浅草観光連盟、浅草仲見世商店街振興組合 

http://taitonavi.jp/taito_cms/up_pic/0000000304.jpg
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６．地域のくらしをリアルに伝える工夫 
○最近の実証実験による、地域の事例進化の積み重ねに期待 

静岡WiｰFiパラダイス事業 
2014年8月1日より運用を 
開始。専用サイトに登録し、 
アンケートに答えると7日間 
無料で利用可能。 
中、韓、英の多言語対応で 
災害時に配信される緊急 
情報メールも多言語化され 
ている。 

2013年8月1日より運用 
開始。2014年からは、 
観光情報サイトしずぱす 
も開設し、多元語対応の 
観光情報も発信している。 
 

2012年より運用開
始。 
自治体の枠を超えた 
情報広域連携によ
る、 
受入環境整備事業。 

2013年4月より運営。 
2014年7月からは、最長 
6か月間、再認証なしで 
利用可能となるよう使い 
勝手が解消されている。 
 

Fukuoka City Wi-Fi事業 
Fujisan Free Wi-Fi事業 

出所：高山市ホームページ 

出所：静岡市ホームページ 

    ㈱しずおかオンライン 

出所：福岡市ホームページ 
出所：やまなし観光推進機構 



ＭＡＮＧＡを活用した地域のＰＲや、温泉入浴方法、食などの日本文化を紹介し、
来訪者の旅行動機を高める取り組みを行っている。国内の外国人は勿論、海外から
のアクセスも増えており、今後の外国人情報収集ツールとして期待されている。 

▼サイトの概要 

▼Ms.Green アプリイメージ 

◎地域の紹介 
 

第1回富士・箱根 
第2回京都 
第3回九州 
第4回新潟 
第5回北海道 
第6回沖縄 
第7回東京 
第8回神奈川と随時公開中。 
 
地域のおすすめ情報を外国人 
目線で捉え、外国人が面白い 
と思う地域情報をマンガで 
発信している。 

◎Ms．GREEN アプリダウンロード（DL）数 
2014年3月3日 リリース 
2014年10月：140,000DL（うち海外から70,000ＤＬ） 
2014年度：300,000DL目標 

 
①嬉しい！：無料 
②分かりやすい！＆面白い！：マンガを通じ異文化コミュニケーションを 
 疑似体験 
③役に立つ！：オタクならずとも楽しめ、ためになる機能マンガ 

 ◎  より多くの外国人スマホユーザーに注目してもらうこと 

     →ダウンロード数を増やすことで話題性をさらにアップ 

  ◎  日本が誇るマンガのパワーで外国人の興味を掘り起こす 

     →日本に行き、同じ体験がしたいと思わせることができる 

  ◎  機能性を持ったマンガにより新たな欲求への検索を促す 

     →知らなかった日本の魅力発見につなげることが出来る 

  ◎  JAPANiCAN.com への流入増により消費行動につなげる 

     →全国各地での旅行消費額アップ→地域経済活性化貢献 

  ◎  現地での感動を、その場から情報シェアを図る 

   →来日外国人観光者自身が情報発信することでより拡散 
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参考１：訪日事業の新たな取り組み（マンガの活用） 

“行きたくなる”から“感動をシェアする”へのステップの際、ＷｉＦｉの存在は重要 

出所：ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル 



JAPANiCANは、個人の訪日外国人向けのツアー予約サイト 

JAPANiCAN.comは日本を訪れる外国人個人旅行者に、日本国内のホテルや旅館、ツアーの 
オンライン予約・販売および旅行情報の提供を行なうWebサイトである。２０１３年１１月 
２８日にリニューアルを行い、訪日旅行者へのオンライン旅行予約サービスを拡大している。 

▼Experience Japan 

＜サンライズツアー50周年記念事業の主な取り組み＞ 

・富裕層に特化したデラックスバスツアー「プレミアム富士」の発売 

・東京出発近郊バスツアー全車両でフリーWIFIサービス開始 

・訪日外国人日本到着後の予約対応のため、オンライン受付日時を大幅に延長 

・記念商品の販売 

・ホームページをわかりやすく魅力的なデザインにリニューアル 

・東京発のツアーを浜松町の他、新宿発、東京発を増便し利便性を向上 

▼サイトの概要 

JAPANiCANサイトにてポータブルWIFIのレンタルも実施 

○Experience JAPAN（体験ツアーサイト） 
 8月185.4％増、9月738.8％増、10月
483.5％増と大幅に増加傾向。 
昨年3月の販売開始時の商品数は200件から
300件程度だったが、現在は700超と倍以上
に増加した。加えて円安や東南アジアの訪日
ビザ緩和策なども追い風になったと見てい
る。 
 

月間平均訪問者数 約80万人 

会員登録者数 約232,000人 月間PV数 約600万 

参考２：訪日事業の新たな取り組み（体験プログラム） 

出所：ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル 9 
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６．外国人がストレスなく日本を感じる受け皿づくり 

地域における観光政策はもはや単なる観光誘客ではなく、地域に資金を呼び込むための仕掛けでなければならな

い。そのためには、地域の価値を地域が理解し、その価値を地域住民（市民）が丁寧に説明できる環境が必要であ

る。その価値に対価を払う仕組みを創る必要性が、ますます求められている。 

 

  

   
 ○観光地に求められるアクション（訪日外国人） 
   

   ・必要な情報を提供できる安心感をアピールする 
  ⇒ＷｉＦｉの整備による「いつでも有益な情報を入手できる」環境 
 

  ・地域の強みをリアルに提供する仕組みを提供する 
  ⇒日本を感じるモノやコトを当たり前に魅せる工夫 
 

  ・外国人のニーズを理解し、チャンスに変える 
  ⇒情報発信しやすい環境からのビジネスと雇用の創出 
   

      ※情報発信と現地でのコミュニケーションが重要 
 
 
 

地域の元気は地域がつくる！ 
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ご清聴ありがとうございました。 


